The effects of a maggot therapy for skin ulcer by 山岸 真理
症例報告
名 寄 市 病誌 21：55～58,2013
マゴッ トセ ラピーを行 った皮膚潰瘍例
The ffects of a maggot therapy forskin ulcer
山岸 真理1)Makoto Yamagishi
Key Words：マゴットセラピー、皮膚潰瘍 、糖尿病 、 LDLアフェレシス
はじめに
 ハエは病原体 を媒介する昆 虫と して嫌 われてい
るが、その幼 虫であるマ ゴッ ト(ウ ジ)に は創 傷
治癒促進 効果 があることが知 られている。無菌化
したマ ゴッ トを利用 した創傷治療はマ ゴッ トセ ラ
ピー(maggot debridement therapy, MDT)として
知 られてい る。最近 当院で、下肢の皮膚潰瘍症例
に対 してマ ゴッ トセ ラピーを行い、良好な経過 を
とった3症例 を経験 したので報告す る。
症例
症例1；76歳、男性。
家族歴 ：弟が糖尿病
既往歴 ：2007年4月、左大腿骨転子部骨折手術
主 訴 ：右踵 外側皮膚潰瘍
現病歴 ：69歳時よ り糖尿病 で治療 を受け、イ ンス
リンを用いている。2006年11月、糖尿病性 腎症 に
よる慢性 腎不全 のため透 析 を導入。2007年4月の
左大腿骨転子部骨折 を契機にADLが低下 し、入院
透析が必要 となる。
入院後の経過 ：2007年12月、左第II趾に壊疽 をき
たす。抗血小板薬 を投与 したが改善せず、2008年1
月24日、名寄市立総合病院整形外科で左大腿切断
術 施行。2008年2月頃か ら右踵外側 に小水庖 を認
め、次第 に皮膚潰瘍(3cm×3cm)とな る(図1)。
名 寄 市立総合病 院胸 部心臓血 管外科 で精査 の結
果、動脈硬化性病変が末梢 の血管 にまで進行 して
お り、血行再建術 の適応な しと診断 された。2008
年4月、透析 毎にLDLアフェ レシスを10回行 い、
2008年4月4日マ ゴッ トセ ラピー を行 う。右踵外側
の皮膚潰瘍部に 「マ ゴッ トバ ッグ50」を貼 り付 け
た。同年4月7日 「マ ゴッ トバ ッグ50」を除去 し、
バ ッグの中のマ ゴッ トの成長(図2)と 壊死組織
の減少を確認す る(図3)。その後 肉芽増殖 は良好
で、2008年5月20日右 下腿皮膚潰瘍 は治癒 した。
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図1.症例1.右踵外側皮膚潰瘍
 潰瘍の表面にフィブリンが析出し壊死組織が付着している。
図2.症例1.「マゴットバッグ」
 袋内に成長したマゴットが透見される。
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図3.症例1.マゴット除去後の右踵外側皮膚潰瘍
 皮膚潰瘍底のフィブリンと壊死組織は除去され、肉芽が増殖
 している。
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症例2；66歳、男性。
家族歴 ：特記すべ きことな し
既往歴 ：58歳時、脳 出血。59歳時、心筋梗塞。
65歳時、脳梗塞で左麻痺。
主　訴 ：左 大腿切断部創治癒不全
現病歴 ：50歳時、糖尿病性腎症で透析 を導入。62
歳時、左第1趾 壊疽 のため左第1趾 切 断。2011年10
月 よ り左第 皿趾 にチア ノーゼ ・冷感 を 自覚。徐々
に悪化 し、左第II・皿趾 が壊疽 となる。名寄市立
総合病 院胸部心臓 血管外科で精査の結果 、血管壁
に石灰化 を認め、バイパ ス術の受け皿 となる末梢
動脈の狭窄 ・閉塞が高度 のため血行再建術の適応
な しと診断 された。 同病院整形外科 で、2011年10
.月15日、左大腿切 断術 を行 った。術後 、切断創 が
治癒不全 で感染 を併発 した ため、同年12月4日、
さらに中枢側 で再切断術 を行 った。 しか し創 は治
癒せず 、MRSA感染 を伴 って創 の離 開をきた した。
当院に同年12月27日転院 とな った。
入院後 の経過 ：左 大腿切断部の縫合創は離開 し、
浸出液 を伴 う。脂肪組織 は融解 し壊死組織が多量
に付着す る。 皮膚縫合 のステープラー を全て除去
し、創の洗浄 と壊死組織の切 除を継続 した(図4)。
左大腿動脈の触知 は良好であ り、創 の二次的治癒
が期待 された。
　2012年1月20日、マ ゴ ッ トセ ラ ピー を行 うこと
とし、フ リーのマ ゴ ッ ト50匹を移植 した。移植す
るにあた り、マ ゴッ トが創 よ り移動で きない よ う
に、ナイ ロンのス トッキングで細長 い袋 を作成 し
(図5)、その袋 の中にマ ゴッ トを入れ(図6)、創
に沿って袋 を置 いた。2012年1月24日創 を覆 った
ガーゼ を開ける と、袋に入れたマ ゴッ トは死滅 し
てお り、袋 より逃 げ出 したマ ゴッ ト数 匹が壊死組
織 を除去 し成長 してい るのが確認 され た。不良肉
芽 は一部残存す るが、良好な肉芽が成長で きるス
ペースが確保 された(図7)。 その後創 の洗浄、軟
膏処置を繰 り返 し創 は閉鎖 した。
症例3；81歳、女性。
家族歴 ：特記すべ きことな し
既往歴 ：72歳時、 白内障手術。77歳時、洞不全症
候群でペ ースメーカ植 込み術。80歳時、右大腿骨
転子部骨折手術。
主訴 ：右 下腿皮膚潰瘍
現病歴 ：40歳頃か ら糖尿病 を発病。糖尿病性腎症
に よる慢性 腎不全のため79歳で透析導入。右大腿
骨転子部骨 折手術後の リハ ビ リのた め、2011年6
月2日か ら当院 に入院。
入院後の経過 ：2012年1月9日頃 か ら右下腿皮膚 に
発赤 ・水庖が 出現 し、皮膚潰瘍 となる。名寄市立
総合病院胸部心臓血管外科 で精査 の結果、動脈硬
化病 変はあるが、血流は保 たれ てお り、虚 血に伴
う潰瘍 ではないため血行再建術 の適応はない と診
断 され た。
灘 響難 鞍議
　　　　　　　箋 越蝋茎.裟
臥 ∴ 難燕 幽騨
図4.症例2.左大腿切断部
　切断部の縫合創は離開し浸出液が多い。
　脂肪組織は融解し壊死組織が付着している。
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図5.症例2.自作 した袋
　ナイロンのストッキングを利用し袋を作成
　した。入 り口にプラスチックの筒を入れ、
　マゴットを袋 内に誘導しやすくする。
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図6.症例2.マゴットを袋 内に誘導
プラスチックの筒で、フリーのマゴットを袋 内
に誘導して筒を外す。
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図7.症例2.マゴット除去後の創面
　壊死組織が除去され肉芽が増殖している。
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図8.症例3.右下腿後面の皮膚潰瘍
　潰瘍は筋肉に達し、融解した脂肪組織と
　壊死組織を伴う。
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図10.症例3.マゴット除去 時の石下腿
　フリーのマゴットが下腿の創 面を中心に
　動き回る。
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図11.症例3.洗浄後の右下腿後面の皮膚潰瘍
　凝血塊を認めるが壊死組織は無くなる。
　皮 膚潰瘍 は、右 下腿 後面(8cm×5cm)(図8)、
右 下腿前面(3cm×2cm)、右下腿外側(1cm×1cm)
の3箇所 に存在 した。それ ぞれ の潰瘍にあ る壊死
組織 を少 しずつ切 除 したが取 り切れず、マゴ ッ ト
セ ラピー を行 うこととした。2012年2月7日、ブ リ
ー のマ ゴッ ト50匹を3箇所 の創 に分割 し直接植 え
込 んだ(図9)。マ ゴ ッ トの創部か らの逃散 を防 ぐ
ため、ガーゼで創部 を覆 った後、ナイ ロンのス ト
ッキングを患肢 の足尖か ら膝 下まで履かせ 、粘着
テー プで ス トッキングの脱落 を防いだ。同年2月10
日、ガーゼを開けると、右下腿前面 と右 下腿外側
の皮膚潰瘍にはフィブ リン組織が少量残存 してい
たが、マ ゴッ トが多 く行 き渡 った右下腿後面の皮
膚潰瘍部では壊死組織がほぼ消失 し、良好 な肉芽
が増 殖 していた(図10、11)。そ の後軟 膏処 置 を
続 け、2012年5月1日、右 下腿皮膚潰瘍は治癒 した
(図12)。
考察
　 今 回報 告 した3症例 とも糖尿病 を基礎疾患 に持
ち、その罹病期間 も長 く、イ ンス リンによるコン
トロール を行 っていた。糖尿病 の合併症 としで 慢
性腎不全 があ り、3症例 とも透 析 を行 っていた。
糖尿病 の合併症である下肢の閉塞性動脈硬化症 、
糖尿病性壊疽、皮膚潰瘍は難治であることが知 ら
図12.症例3.治癒した右下腿後面の皮膚潰瘍
　一部癩痕を形成して治癒した。他の部位も同
　様に治癒した。
れ ている。症 例1は褥瘡か ら進展 したもの である
が、閉塞性動脈硬化症が基礎 にあった と思われ る。
症例2は、糖尿病 を合併す る、術後 の創感染 に伴
う皮膚潰瘍 であ る。 また症例3は糖尿病性皮膚潰
瘍であ る。皮膚潰瘍の治療 は、局所的には壊死組
織の除去、ポケ ッ トの開放、感染 の制御 、血流改
善、浮腫 の軽減、圧迫 の解除な どが重要 と思われ
る。
　 下 肢 閉 塞性 動 脈 硬 化 症 の診 断 ・治療 指 針H
(TASC　II)の末梢 動脈疾患(PAD)に お ける脂
質 コ ン トロー ルの推奨 事項2によ る1)と、す べて
の症候性PAD患者 では、　LDLコレステロール値 を
100mg/dl未満 に低下 させ るべ きで ある(推 奨 グ レ
ー ドA)と され ている。 そのためスタチ ンの投与
が勧め られ る。 また、LDLアフェレシスは、閉塞
性動脈硬化症 の うち①Fontaine分類H度 以上の症
状を呈す るもの、②薬物療法で血 中総 コレステ ロ
ー ル 値220mg/dlまた はLDLコ レス テ ロー ル 値
140mg/dl以下 に下が らない高コ レステ ロール血症
の もの、③膝窩動脈以下の閉塞又 は広範 な閉塞部
位 を有す るな ど外科的治療が困難でかつ従来の薬
物治療では十分 な効果 を得 られ ない もの、以上の3
つの条件全てに該 当す るものに保険適応が認め ら
れ ている。 しか しその血行改善の効果 は、強力に
LDLコレステ ロール値 を低下 させ ることだ けで説
明できず、血液粘調度の改善、凝固系へ の影響、
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血管内皮細胞機能への影響 による酸化 ス トレスの
改善、血管新生因子の関与等、多数 のメカニズム
が作用 していると報告 され てい る2)。
　マ ゴッ トセ ラピーは、そ の作用機序 として、①
マ ゴッ トの分泌す る蛋 白分解酵素によ り壊死組織
を融解 し、融解 した組織 を吸い上げるこ とで壊死
組織 を除去す る、②マ ゴッ トの分泌物 に殺菌作用
を有す る物質で ある抗 菌ペ プチ ドが含 まれ る、③
さらにマ ゴッ トの出す分泌物 に肉芽の増殖 を促進
させ るサ イ トカイ ンが 存在す ると考 え られ てい
る。 このため、マ ゴッ トセ ラピーの適応疾患 とし
て、糖尿病性潰瘍 ・壊疽 、下腿潰瘍(虚 血性、 う
っ血性 、神 経疾 患 な ど)、褥 瘡 、難治 性感 染創
(MRSA感染な ど)、その他難治性創 傷(術 後創、
外傷、火傷 な ど)が あげ られてい る3)。
　 またマ ゴッ トセ ラピーは、局所血流改善の治療
ではないため、局所血流が保 たれていない ところ
には効果 が少な い とされ る4)。症 例1は、局所 血
流改善のためにLDLアフェ レシスを併用 し、症例2
は、左大腿動脈の触知が良好 であ り、切 断面 の血
流 は十分 あ ると考 え られ た。 また症 例3は虚血 に
伴 う皮膚潰瘍 ではないため局所血流は良好 と思わ
れ た。いずれ も皮膚潰瘍部 の局所血流は保 たれて
いたた め良好 な経過 をた どった もの と考 え られ
る。
　マ ゴッ トは生 きて成長 し移動す るため、そ の取
り扱いには注意 が必要である。マ ゴッ ト移植予定
日に合わせ てマ ゴ ッ トを発 注す るが、冷や された
状態で梱包 され 、成長 を遅 らせ て搬送 されて くる。
そのライ フサイ クルは、常温では、12～24時間で
卵 か ら幼 虫(ウジ)にな り、1週間でサナ ギになる
とされ る。艀化 か らの成長ス ピー ドに合わせ るた
め、1回当た りマ ゴ ッ トセ ラピーは4～5日で終 了
とされ る。 また、フ リーのマ ゴッ トだ とマ ゴッ ト
が創 を越 えて移動す る ことがあ る。症例2では、
ナイロンのス トッキングを利 用 して袋 を作成 し、
その移動 を制限 した。 しか し袋 に張 りが無 くま と
わ りつ くため、マゴ ッ トの移動が極端 に制限 され 、
浸出液の 中で移動 できず酸素欠乏 となって死滅 し
た もの と思われた。症例1で用いた、高分子不繊
布で作 られ たバ ッグはやや 固いが張 りがある。「マ
ゴッ トバ ッグ」 は、マ ゴッ トが外 に逃げだす こと
がな く、マ ゴッ トが外か ら見えづ らく患者 の抵抗
感が少な く、また着脱が容 易であ り、そのまま袋
ごと廃棄でき、サナ ギやハエが環境 を汚染す る心
配 は無 い とい う利点が あ り有 用で あった。症例3
は潰瘍病 変が3箇所 にあ り、潰瘍の面積に応 じて、
50匹の フ リーのマ ゴ ッ トをば ら撒 き使用 した。マ
ゴ ッ トが多い箇所では、壊死組織 はきれ いに除去
され良好であった。創の面積 に応 じたバ ッグのサ
イ ズ と形状、そ してマ ゴッ トの数 を選択 できるよ
うになれば製 品 として使いやす く有用 である と思
われた。
おわりに
　高カ ロ リーの食生活、人 口の高齢化 、介護人 口
の増加 によ り、 日本で は糖尿病 、閉塞性動脈硬化
症 な どに合併す る難治性潰瘍 ・壊疽 、褥瘡症例 は
増加 してい る。 マゴ ッ トセ ラピーがその有効性、
有用性が明 らかに され て保険収載 され、あた らし
い治療法 として普及 され ることが期待 され る。
　 なお 、マ ゴ ッ トは、(株)バ イ オセ ラピー メデ
ィカル(滋 賀 県長浜 市 ：http：//www.btmcl.com)
か ら入手 した。
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